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研究の目的

• 日本の言語景観における英語使用についての現状を把握し、言語景

観調査のプロセスおよびデータ分析の結果を英語教育に生かす。

• 英語表記における綴りの間違い、明らかな文法の間違い、慣用から

外れた用法など、英語として間違った例や異文化コミュニケーション

の観点から問題のある例を収集する。

• 今後、発表者の担当する観光学、通訳翻訳学などの授業で使用でき

るテキストを作成する。
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日米和親条約

• 1854年に江戸幕府とアメリカ合衆国が締結した。

• この条約によって日本は下田と箱館（現在の函館）を開港し、鎖国体

制は終焉を迎えた。
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日米修好通商条約

• 1858年に日本とアメリカ合衆国の間が締結した。

• 下田・箱館に加え、神奈川（1859年；神奈川開港6か月後に下田は閉

鎖）、長崎（1859年）、新潟（1860年）、兵庫（1863年）を開港した。

• これらの開港地に、アメリカ人は居留を許された。土地を借り、建物・

倉庫を購入・建築することが可能であった。

• 居留地の周囲には囲い等を作ることなく、出入りは自由であった。
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函館

• 1802年に奉行所が置かれ、明治以降は開拓使函館支庁が置かれるなど、政

治、経済、文化の中心地として栄えるとともに、北洋漁業の基地や北海道の

玄関口として発展を続けてきた。

• 三方を海に囲まれた地理的条件から風が強く、一度火災が発生すると大きな

被害に見舞われる。1907年の大火では、建物の大半が焼失したが、復興の

際にも、洋風様式や和洋折衷様式の民家などが数多く建てられた。現在もそ

の多くが当時の姿を残しており、異国情緒豊かな町並みが形成されている。

• 毎年実施されているイベント「西部地区バル街」は、町並みを楽しみつつ飲食

ができるイベントとして人気を博しているほか、市民による歴史的建造物の保

全活動や市内の大学と連携したまちづくりの取組などが行われている。
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新潟

• 江戸時代から北前船の寄港地として大いに栄えていた新潟港は、「日本
海側にも1港欲しい」という諸外国からの要求に応え、開港場の一つに選
定された。

• 信濃川河口に位置するため水深が浅いことや、戊辰戦争等の影響もあり、
開港が遅れた（1869年）。

• 日本三大芸妓（げいぎ）の一つである古町芸妓が拠点とする古町花街に
は、今も料亭や置屋などの木造建築物が軒を連ねる。

• チューリップを使って街なかに潤いのある景観を作る活動、信濃川の広
大な水辺空間を生かした官民連携の取組みなど、都市景観の演出が活
発に行われている。
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横浜

• 当初は宿場町のある「神奈川」が開港場と決められていたが、「東海道」から

離れていることから、幕府により横浜が開港場とされた。

• 当時の横浜は、わずか87戸の寒村で、現在「関内」と呼ばれるエリアに外国

人居留地と日本人居留地の2つに区分された全く新しい街がつくりあげられた。

• 関東大震災や第2次大戦時における戦災を経験するものの、残された近代建

築物が保存・活用されている。

• 1970年代から都市デザイン活動を行い、開港以来の歴史を生かしたまちづく

りや、元町・馬車道・伊勢佐木町等の商店街、赤レンガ倉庫、みなとみらいの

新たな街並みなど、エリアごとの特色を生かした景観形成を進めている。
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神戸

• 古来から交通の要所であった兵庫津と比較して、過去の神戸の都心

部は小規模な集落だったが、開港を契機に港湾・道路・鉄道とともに

まちづくりが進められた。

• 緑豊かな六甲山系や青い海に囲まれ、自然と都市が一体となった眺

望景観のもと、歴史的な成り立ちを背景とした個性豊かなまちの多様

さが神戸の魅力となっている。
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長崎

• 1571年にポルトガル人の来航により開港し、鎖国時代には唯一の幕府
公認の対外貿易港として繁栄した。2021年には開港450周年を迎える。

• 居留地は、丘陵地の造成や、海岸の埋めたてにより8地区に分散して整
備され、海岸に近い方から上等地、中等地、下等地に分けられていた。

• 上等地には貿易のための商社や倉庫、中等地にはホテル、銀行、病院、
娯楽施設が並び、眺望のよい山手の下等地には洋風の住宅、領事館、
学校が建てられた。

• 東山手・南山手地区を中心に、洋館、石畳、樹木などが居留地時代のた
たずまいを留めており、まち歩き観光「長崎さるく」など市民によるまちづく
り活動が活発である。
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開港5都市景観まちづくり会議

• 函館、新潟、横浜、神戸、長崎の開港5都市の市民が、景観、歴史、

文化、環境などを大切に守り、個性豊かで魅力あるまちづくりを行うた

め、相互に交流を深め、課題を協議することを目的とした会議

• 1993年の神戸から始まり、各都市が持ち回りで毎年開催

• 基調講演や分科会（まち歩きなど）を通して、開港5都市のまちづくり

の状況の報告・見学や意見交換を実施
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函館の言語景観調査

• 時期：2019年9月および2020年10月

• 調査エリア：函館空港、JR函館駅周辺（函館朝市など）、ベイエリア

（金森赤レンガ倉庫など）、五稜郭周辺、元町（八幡坂、教会群、洋館

など）

• 調査目的：コロナ前後の比較、神戸の言語景観との比較など
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函館にやって来た外国人観光客（台湾
人・男性）の声（2016年4月1日）

観光都市と言われるわりにメニューや観光案内の言語表記の対応が今ひとつ

でした。ここを頑張ってくれたらもっと楽しめたかも。現在中国人、台湾人、香港

人、韓国人に対しての観光案内説明看板が2ヵ所〔函館山山頂とイカ広場・イカ

モニュメント〕にあるのみで、せめて西部地区の街並（元町・末広町）《重要伝統

的建造物群保存地区》に1カ所、五稜郭地区《特別史跡》に1カ所、旧岩船氏庭

園（香雪園）《名勝》に1カ所、それぞれ観光案内説明看板を≪日本語、英語、簡

体字、繁体字、ハングル、ロシア語≫の言語表記で設置していただきたい。

＜中略＞日本語をそのまま外国語に翻訳するのではなく函館に住んでいる外

国人の方にちょっと勉強してもらってボランティアでお願いして母国から来た観

光客に案内、説明、解説する内容文で自由に書いてもらって、看板に各人のサ

インをしてもらう。お願いできないでしょうか。 13



観光部観光企画課の回答（2016年4月
22日）

観光案内標識の多言語表記におきまして、散策コースや地図を掲載した観光案

内板については、日本語、英語、中国語の繁体字・簡体字、韓国語、ロシア語

の6言語のうち、2言語ないし6言語の表記をしており、さらにミシュラン・グリーン

ガイド・ジャポンの星をいただいた観光スポットを紹介する案内板につきましては、

日本語、英語、中国語の繁体字・簡体字、韓国語、フランス語の6言語で表記し

ているほか、施設等の説明をする観光説明板においては、日本語・英語の2言
語を中心に表記しており、主要な観光スポット等に168カ所設置しております。

これまでも増加する外国人観光客の受入環境整備として案内標識の充実に努

めてきたところでありますが、今後、観光案内標識の見直しをする際において、

お寄せいただいたご意見も参考にしていきたいと考えております。
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ロータリークラブの看板（英簡韓露）
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観光案内板（露語を含む6か国語）
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観光パンフレット（日英繁簡韓仏タイ露）
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トラムの乗り方（英）

• 後ろから入って前から出る

• ドアの右手にある機械からチケットを取る

• チケットは折り曲げない

• チケットには乗車した停留所の番号が書かれている

• 目的地がアナウンスされたら降車ボタンを押す

• 出口付近の表で料金を確認する

• ドライバーの横にある料金箱にお釣りのないように料金を入
れる

• 両替が必要な場合は両替機を使用する

• 降車の際は、料金箱に料金とチケットの両方を入れる
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ミシュラン・グリーンガイド・ジャポン（仏語を含む6か国語）
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五稜郭跡★★（日英）
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東本願寺函館別院★（日英）
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操車塔（日英）
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函館港の散策★（タイ語を含む6か国語）
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エリアマップ（タイトルのみ6か国語）
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五稜郭の展望台（日英簡韓タイアラビア）
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五稜郭のカフェ（日英簡韓）
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ピクトグラム対応（日英）

27



ピクトグラム対応（日英）

28



ピクトグラム対応（日本語のみ）
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イラスト対応（日簡繁韓）
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イラスト対応（日英）
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イメージ対応（日英）
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函館名物幸運小丑（日中）
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五稜郭のごみ箱

• 傘袋専用

• PUT THE WET UMBRELLA BAGS IN 
HERE.
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五稜郭のベンチ

• この席は使用しないでください

• PLEASE DON’T USE THIS SEAT
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まとめ

• ロシア語表記は、ロータリークラブの看板と観光案内板の一部のみ。

• 多言語表記の場合は、日英簡繁韓の順に多く使用され、それ以外で

はロシア語よりもタイ語が使われていることが多かった。

• 観光名所であっても、2言語（日英）表記が多かった。

• 多言語表記の代わりに、ピクトグラムやイラストが効果的に使われて

いた。

• 店舗では、客層に合わせた言語表記をしているが、間違った例や異

文化コミュニケーションの観点から問題のある例が散見された。
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今後の展望

• 調査エリアを絞り、経年変化を見る。

• GOOGLEストリートビューで過去のデータもチェックする。

• 外国人墓地、ロシアに関連のあるエリアも調査する。

• インバウンド観光客が戻ってくるまでの比較的すいている時期に国内

での調査を進める。
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ご清聴ありがとうございました！
ブレイクアウト・セッション1（17:10-17:50）にもぜひご参加ください。

たれこみ企画：日光の観光開発と3Dプロジェクション・マッピング
～科学教育・観光開発・防災対策～

伊藤篤（中央大学）・芝原暁彦（地球科学可視化技術研究所）・

原田康也（早稲田大学）・平松裕子（中央大学）・森下美和（神戸学院大学）
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